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私の看護観は、対象がどのような状況であっても、その人らしくいきていられるように

サポートし、その人らしさを生かした看護を行うことである。 

私がこの看護観を抱くようになったのは、実習で受け持ったＡ氏との関わりからである。

Ａ氏は病院に行くことが嫌いで自宅で嘔吐を繰り返していたが、受診もせずに過ごしてい

た。その後、嘔吐を見られてから 20日後に外来を受診し、胃癌と肝転移と診断された。そ

して、化学療法目的で入院となり、入院翌日から化学療法が開始された。 

私はＡ氏の状態が終末期にあたるため、受け持ち時はどうＡ氏と接してよいか分からず、

Ａ氏のヘッドサイドに足を運ぶことしか出来なかった。そのため、Ａ氏の思いや特徴、Ａ

氏らしさを捉えることが出来ない状態であった。その後、訪室の回数を増やし、コミュニ

ケーションを図るように関わった。すると、Ａ氏の気持ちや思いに少しずつだが気付くこ

とができるようになっていた。 

ある朝、訪室するとＡ氏はベットに座っていた。「今日は遠くまで洗面に行ったのですか」

と聞くと「そうだな、そろそろ行くか、頭でも洗いに」と点滴スタンドを押し洗面所へ行

き、固定石鹸で頭を豪快に洗っていた。「夏場はよく公園の水道でこうやって頭を洗ってい

たよ」と言い、「さっぱりした」という発言が聞かれた。その姿や表情、発言はまさにＡ氏

本来の姿だと感じた。そこで、Ａ氏はベット上での洗髪よりも、Ａ氏らしさを考え、自分

で洗髪できるようにサポートする方法を計画した。後日、Ａ氏に洗髪を促すと「こんな寒

い日に洗わないよ」ときっぱり言われた。私は、清潔保持とＡ氏にさっぱりしてもらいた

いと考えていた。しかし、その日は朝から曇り空で天候まで考えていなかった。私は援助

が単なる自己満足の押し付けになってしまったと気付いた。 

援助を行うにしても、対象は一人一人違う。その対象の特徴や生活背景なども把握し、

対象のペースやタイミング、その日の体調や天候など実施する環境も考慮した個別性のあ

る看護ができなくてはいけない。また、援助の必要性を説明し、対象が納得してくれるこ

とが大事であるとＡ氏に気付かされた。 

今後、看護者としての専門的な能力だけでなく、一社会人としての、学問、知識を広く

身につけていきたい。また、芸術・文化に関する教養も高め、豊かな心やたしなみを持っ

た人に成長していく必要性を感じた。そして、今までの学びや体験を最大限に活かし、そ

の人らしい人生を全うできる対象に合った看護を行い、対象を支えていきたいと思う。 


